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(57)【要約】
耐食性侵入者遮蔽体は、細長い枠部材（３）を含む枠を
有し、メッシュ（４）が枠部材（３）に挟持される。各
枠部材（３）は、内部に形成される第１保持溝（５０）
と、第１保持溝（５０）から間隔を空けて設けられた挟
持部（６）とを有している。挟持部材（７）は、固定手
段（８）と共に、挟持部材（７）と挟持部（６）との間
に、てこ挟持作用によりメッシュ（４）を挟持する。遮
蔽体は、枠部材（３）にクリップ留めされるように構成
され、各遮蔽体が、内部に形成される第２保持溝（６０
）を有するカバー（５４）を備えている。遮蔽体は、更
に、第１密封部材（５１）及び第２密封部材（６１）を
含む密封アセンブリを備えている。第１密封部材（５１
）は、枠部材（３）の第１保持溝（５０）によって支持
されると共にメッシュ（４）の一方の面に対して位置決
めされ、第２密封部材（６１）は、カバー（５４）の第
２保持溝（６０）により支持されると共にメッシュ（４
）の他方の面に位置決めされる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
耐食性侵入者遮蔽体であって、
　内部に形成される第１保持溝と前記第１保持溝から間隔を空けて設けられた挟持部とを
含む細長い複数の枠部材を含む枠と、
　前記枠によって囲まれる開口を被覆するメッシュと、
　別個に形成される挟持部材であって、前記各挟持部材が、各固定手段と共に、前記挟持
部材と前記挟持部との間に、てこ挟持作用によりメッシュを挟持する挟持部材と、
　前記枠部材にクリップ留めされるように構成され、内部に形成される第２保持溝を有す
るカバーと、
　密封アセンブリとを含み、
　前記密封アセンブリは、前記第１保持溝により支持されると共に前記メッシュの一方の
面に対して位置決めされる第１密封部材と、前記第２保持溝により支持されると共に前記
メッシュの他方の面に位置決めされる第２密封部材とを含む耐食性侵入者遮蔽体。
【請求項２】
請求項１記載の耐食性侵入者遮蔽体において、
　前記挟持部材は、圧力を前記カバーに加えるための延出縁を有し、
　前記カバーは、前記挟持部材の延出縁の下方に位置決めされる保持突部を有している耐
食性侵入者遮蔽体。
【請求項３】
請求項１又は２記載の耐食性侵入者遮蔽体において、
　前記各カバーは、クリップを含み、前記各枠部材は、前記クリップが係合するフック部
材を含む耐食性侵入者遮蔽体。
【請求項４】
請求項１～３のいずれか一項に記載の耐食性侵入者遮蔽体において、
　前記挟持部は、前記挟持部材に隣接する面上に鋸歯状プロファイルを有し、
　前記挟持部材は、前記挟持部に隣接する面上に鋸歯状プロファイルを有している耐食性
侵入者遮蔽体。
【請求項５】
請求項１～４のいずれか一項に記載の耐食性侵入者遮蔽体において、
　前記第１密封部材及び前記第２密封部材は、面取り端縁を備えた蓋を有し、前記面取り
端縁は、最大湿気流出のために角度を有している耐食性侵入者遮蔽体。
【請求項６】
請求項１～５のいずれか一項に記載の耐食性侵入者遮蔽体において、
　前記第１密封部材及び前記第２密封部材は、前記メッシュと当接する突起状接触面をそ
れぞれ有している耐食性侵入者遮蔽体。
【請求項７】
請求項１～６のいずれか一項に記載の耐食性侵入者遮蔽体において、
　前記密封アセンブリは、ゴム、プラスチック、又はサントプレン等の耐水材料から作製
される耐食性侵入者遮蔽体。
【請求項８】
請求項１～７のいずれか一項に記載の耐食性侵入者遮蔽体において、
　前記密封アセンブリは、糊又は他の防水剤等のシーラントを用いて補強される耐食性侵
入者遮蔽体。
【請求項９】
請求項１～８のいずれか一項に記載の耐食性侵入者遮蔽体において、
　前記メッシュは、２．２ミリメートル程度の間隔で隣接する横糸と縦糸間との間隔を有
している耐食性侵入者遮蔽体。
【請求項１０】
耐食性侵入者遮蔽体のための枠であって、
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　内部に形成される第１保持溝と、前記第１保持溝から間隔を空けて設けられた挟持部と
を有する少なくとも一つの細長い枠と、
　別個に形成される少なくとも一つの挟持部材であって、固定手段と共に、前記挟持部材
と前記挟持部との間に、てこ挟持作用によりメッシュを挟持する挟持部材と、
　前記枠部材にクリップ留めされるように構成され、内部に形成される第２保持溝を有す
る少なくとも１個のカバーと、
　密封アセンブリとを含み、
　前記密封アセンブリは、前記第１保持溝により支持されると共に前記メッシュの一方の
面に位置決めされる第１密封部材と、前記第２保持溝により支持されると共に前記メッシ
ュの他方の面に対して位置決めされる第２密封部材とを含む耐食性侵入者遮蔽体用枠。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、耐食性侵入者遮蔽体に関する。特に、本発明は、水分による遮蔽体への損傷
を防止するシールに関する。
【背景技術】
【０００２】
　遮蔽体又は格子は、建物の安全性の向上のために使用される場合がある。例えば、棒鋼
格子は、侵入者が窓又はドアを通って建物に侵入するのを防ぐために使用されてきた。窓
に使用される場合、棒鋼格子は、窓に隣接する壁面にボルト締めされる。出入口に使用さ
れる場合、棒鋼格子は、出入口に枢動可能に取り付けられて、更にドアとして作用する。
【０００３】
　とても有用な侵入者妨害遮蔽体が、本件出願人の特許文献１に記載されている。本特許
に言及される侵入者妨害遮蔽体は、長年に亘って、多くの成功と共に商業的にも使用され
ている。
【０００４】
　しかしながら、侵入者を侵入させないことについては有効であるものの、これら遮蔽体
は、長年に亘る水分による浸透により侵食を受け易いことが分かっている。水分は、メッ
シュ遮蔽体と枠との間の間隙を通って浸透する。
【０００５】
　水分からの塩分の蓄積が問題となる。侵入者妨害遮蔽体の枠はアルミニウム製であるが
、編み込みメッシュはステンレス鋼から作製される。電解質の存在下で一種類の金属が別
の種類の金属と接触しているときに生じる電気化学的過程は、一方又は両方の金属の侵食
という結果をもたらす。
【０００６】
　メッシュと枠との間に取り付けられる電気絶縁テープ等のプラスチックテープの細片が
、このような問題に対処することができる。しかしながら、テープの固定は、煩わしい作
業であり、組立て段階にて精密な施工が求められる。テープが正確に施工されない場合、
更に、アルミニウム枠の一部がステンレス鋼メッシュと接触してしまう。侵食に抗してテ
ープに与えられるあらゆる保護が失われる虞がある。
【０００７】
　こうした侵入者妨害遮蔽体の侵食により遮蔽体が弱められ、続いて遮蔽体がその使用者
に提供される安全性をも弱めることになる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】豪州特許第６９４５１５号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
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　本発明の目的は、従来技術の出入口、窓等の安全遮蔽体に関連する問題の少なくとも一
つを軽減する耐食性侵入者遮蔽体を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明の一態様によれば、耐食性侵入者遮蔽体が提供され、
　内部に形成される第１保持溝と前記第１保持溝から間隔を空けて設けられた挟持部とを
含む細長い複数の枠部材を含む枠と、
　前記枠によって囲まれる開口を被覆するメッシュと、
　別個に形成される挟持部材であって、前記各挟持部材が、各固定手段と共に、前記挟持
部材と前記挟持部との間に、てこ挟持作用によりメッシュを挟持する挟持部材と、
　前記枠部材にクリップ留めされるように構成され、内部に形成される第２保持溝を有す
るカバーと、
　密封アセンブリとを含み、密封アセンブリは、
　前記第１保持溝により支持されると共に前記メッシュの一方の面に対して位置決めされ
る第１密封部材と、
　前記第２保持溝により支持されると共に前記メッシュの他方の面に位置決めされる第２
密封部材とを含む。
【００１１】
　前記挟持部材は、圧力を前記カバーに加えるための延出縁を有し、
　前記カバーは、前記挟持部材の延出縁の下方に位置決めされる保持突部を有しているこ
とが好ましい。
【００１２】
　前記各カバーは、クリップを含み、前記各枠部材は、前記クリップが係合するフック部
材を含むことが好ましい。
　前記挟持部は、前記挟持部材に隣接する面上に鋸歯状プロファイルを有し、
　前記挟持部材は、前記挟持部に隣接する面上に鋸歯状プロファイルを有していることが
好ましい。
【００１３】
　前記第１密封部材及び前記第２密封部材は、面取り端縁を備えた蓋を有し、前記面取り
端縁は、最大湿気流出のために角度を有していることが好ましい。
　前記第１密封部材及び前記第２密封部材は、前記メッシュと当接する突起状接触面をそ
れぞれ有していることが好ましい。
【００１４】
　前記密封アセンブリは、ゴム、プラスチック、又はサントプレン等の耐水材料から作製
されることが好ましい。
　前記密封アセンブリは、糊又は他の防水剤等のシーラントを用いて補強されてよい。
【００１５】
　前記メッシュは、２．２ミリメートル程度の間隔で隣接する横糸と縦糸間との間隔を有
していることが好ましい。
　本発明の別の態様によれば、耐食性侵入者遮蔽体のための枠が提供され、
　内部に形成される第１保持溝と、前記第１保持溝から間隔を空けて設けられた挟持部と
を有する少なくとも一つの細長い枠と、
　別個に形成される少なくとも一つの挟持部材であって、固定手段と共に前記挟持部材と
前記挟持部との間に、てこ挟持作用によりメッシュを挟持する挟持部材と、
　前記枠部材にクリップ留めされるように構成され、内部に形成される第２保持溝を有す
る少なくとも１個のカバーと、
　密封アセンブリとを有し、密封アセンブリは、
　前記第１保持溝により支持されると共に前記メッシュの一方の面に位置決めされる第１
密封部材と、
　前記第２保持溝により支持されると共に前記メッシュの他方の面に対して位置決めされ
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る第２密封部材とを含む。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】耐食性侵入者遮蔽体の斜視図。
【図２】本発明の一実施形態を示す図１のＡ－Ａ線視断面図。
【図３】図２の実施形態の分解斜視図。
【図４】本発明の第２実施形態を示す図２と同様の断面図。
【図５】本発明の第３実施形態を示す図２と同様の断面図。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　本発明が容易に理解されると共に、実際的な効果が得られるように、好適な実施形態に
ついて言及される。
　図１に示すように、耐食性侵入者遮蔽体１は、長手状枠部材３からなる枠２を有してお
り、抵抗メッシュ４が枠部材３に挟持されている。
【００１８】
　メッシュ４は、枠２によって囲まれる開口を被覆する。メッシュ４は、ステンレス鋼ワ
イヤの編込み格子である。メッシュの寸法は、豪州特許第６９４５１５号に記載されてい
る。最も適切な寸法は、０．８ミリメートルから１．２ミリメートルのワイヤ直径、及び
１ミリメートルから２．２ミリメートルの（横糸又は縦糸の）ワイヤ間隔である。
【００１９】
　図２及び図３は、密封アセンブリを含む枠部材３の一実施形態を示している。枠部材３
は、押出しアルミニウムから形成されると共に溝部５を有する。従って、枠２は、各枠部
材３を適切な長さに切断すると共にそれを留め継ぎコーナで組み立てることにより、所望
の形状及び寸法に形成される。枠部材３は、好ましくは、押出しアルミニウムの長尺物で
あるが、プラスチック材料を含む適切な材料からなり、押出し成形、ロール成形又はプレ
ス成形の長尺物であってもよい。
【００２０】
　一体的挟持部６及び非一体的挟持部材７は、溝５の内方に配置されている。挟持部６及
び挟持部材７は、枠部材３の長さに沿って延びている。間隔を空けて配置される穴は、ワ
ッシャーヘッドねじ又はポップリベット等の固定手段８を受入れるため、挟持部６及び挟
持部材７に沿ってドリル加工される。固定手段８は、「引き下ろし」力を加え、挟持部６
及び挟持部材７と共にメッシュ４を枠２に挟持させる。挟持部材７は、座繰りの必要性を
取り除くように構成されている。座繰りにより、アルミニウムは損傷を受けて、それによ
り、挟持部材７の強度が低下する。座繰り穴の排除により、挟持部材７の強度は高められ
る。
【００２１】
　挟持されたとき、各挟持領域が枠２によって囲まれるメッシュ４の残りの部分と同じ平
面内に配置されるように、メッシュ４の各端縁と隣接する領域は枠２に挟持される。
　挟持部６及び挟持部材７の各上面は、メッシュ４のより強い保持を提供するため、鋸歯
状であってもよい。鋸歯は、メッシュ４をより効果的に挟持するため、メッシュの横糸を
掴むことにより先の発明よりも著しい進歩を提供する。
【００２２】
　溝部５から、縁部１２が内方に延びている。縁部１２は、フック１８で終端をなす。溝
穴１９は、縁部１２の下側に形成されている。溝穴１９は、挟持部材７を枠部材３と相対
的に配置するように挟持部材７の端縁２０を受入れる。メッシュ４を挟持部６に対してよ
り強固に固定させるべく、縁部１２により、挟持部材７のてこ作用が可能となる。
【００２３】
　挟持機構の強度を増加させるため、追加クランプ７０は、溝部５から内方に延びている
。追加クランプ７０の上面は、付加的なメッシュ保持を提供するため、鋸歯状に形成され
てもよい。追加クランプ７０の付加的な効果として、メッシュの寸法を大きくできること
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がある。これは特に、商業的な用途に有用である。
【００２４】
　一体壁部９は、溝部５から内方に延びている。壁部９には、メッシュ４へ向けて延びる
と共に挟持部６を支持するフランジ部１１が一体形成されている。
　２個の第１保持溝壁５０ａによって画定される第１保持溝５０が、フランジ部１１から
外方へ連続している。第１保持溝５０は、枠部材３の長さに沿って延びると共に、第１密
封部材５１のプラグ４８を受入れるように構成され、この第１密封部材５１もまた、枠部
材３と同じ長さである。
【００２５】
　第１密封部材５１は、第１保持溝壁５０ａとメッシュ４との間に湿密シールを提供する
。第１密封部材５１は、密封部材蓋５２、プラグ４８、及び突起状接触面４９を含む。密
封部材蓋５２は、水の流出を促すために面取り端縁を有する。プラグ４８は、第１保持溝
５０に受入れられるように形状寸法が決められると共に構成されている。突起状接触面４
９は、メッシュ４と枠部材３との間の間隙を密封するため、メッシュ４に当接されている
。接触面４９の突起により、メッシュ４０と密封部材５，６１との間が密封高められてい
る。
【００２６】
　カバー５４は、カバー壁６４と、２個の第２保持溝壁６０ａによって画定される第２保
持溝６０を含み、第２密封部材６１を支持する。第２保持溝壁６０ａは、カバー壁６４の
先端から下方に延びている。第２保持溝６０に挿入される第２密封部材６１によって、第
１密封部材５１の側面に隣接するメッシュ４の側面と枠２との間に湿密シールが提供され
る。第２密封部材６１は、密封部材蓋５２、プラグ４８、及び突起状接触面４９を有して
いる。第２密封部材６１は、第１密封部材５０と同じ態様で機能する。密封部材５１，６
１は、突起状接触面４９のための軟質なサントプレンゴム、及びプラグ４８並びに密封部
材蓋５２の一部のための硬質なサントプレンゴムを用いて、同時押出しにより形成されて
いる。
【００２７】
　第１密封部材５１及び第２密封部材６１は、最大湿密密封を提供すべく並んでおり、カ
バー５４は、こうしたシールに必要とされる圧力を提供する。糊又は他の防水剤等のシー
ラントを、更なる強度及び湿気防止のため、第１密封部材５１及び第２密封部材６１と共
に用いることができる。第１密封部材５１及び第２密封部材６１を、サントプレン、ゴム
、又はプラスチック等の防水材料から作製してもよい。
【００２８】
　フック部材５３が、縁部１２から上方へと延びている。更に、溝部５から突部５６が突
出している。フック部材５３及び突部５６は、カバー５４から下方に延びるクリップ５５
を支持するように構成されている。クリップ５５は、カバー５４の第２保持溝６０と反対
端に配置されている。
【００２９】
　保持突部６７は、最も内側の第２保持溝壁６０ａ上に配置されており、挟持部材７上に
配置される延出縁６５の下でクリップ留めする。延出縁６５は、より湿密なシール及び高
められた耐衝撃性のため、更なる圧力をカバー５４に提供する。
【００３０】
　図３に示すように、第１密封部材５１が第１保持溝５０の長さに沿って延びるように、
第１密封部材５１を第１保持溝５０に挿入することによって、密封アセンブリが組み立て
られる。次に、第１密封部材５１及び第１挟持部６の上方に、必要に応じて、追加クラン
プ７０の上方に、メッシュ４が載置される。メッシュ４は、挟持部６及び追加クランプ７
０の鋸歯により最大保持が提供されるように位置決めすべきである。
【００３１】
　メッシュ４が所望の位置に配置されると、続いて、挟持部材７がメッシュ４の上方に載
置されて、密封アセンブリに固定される。挟持部材７の一端にある端縁２０は、溝穴１９
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によって支持される一方、他端は、挟持部６と整列させられる。挟持部材７は、最大メッ
シュ保持のために位置決めすべきである。次に、挟持部材７及び挟持部６が、固定手段８
を用いて固定される。必要に応じて、更に別の固定手段８ａを用いて、メッシュ４を追加
クランプ７０と縁部１２との間に固定してもよい。
【００３２】
　第２密封部材６１は、第２保持溝６０の長さに沿って延びるよう第２保持溝６０に挿入
される。第１密封部材５１が装着されるのと同じ段階で第２密封部材６１を装着できるこ
とに注目すべきである。
【００３３】
　密封アセンブリを組み立てる際の最終段階は、カバー５４を取り付けることである。カ
バー５４は、クリップ５５をフック部材５３及び突部５６に留めることにより固定される
。カバー５４を留める際、最も内側の第２保持溝壁６０ａの保持突部６７を挟持部材７の
延出縁６５の下方に位置決めすることが重要である。これにより、密封アセンブリが確実
に密封されると共に耐衝撃性に対しても強度が付加される。
【００３４】
　カバー５４が所定位置に配置されると、カバー５４により、枠部材３への更なる強度や
、湿気に対する更なる保護が提供される。また、カバー５４は、固定具８を隠すことによ
り、腐食侵入者抵抗遮蔽体１の美観にも寄与することになる。
【００３５】
　図４は、図２に示すものとよく似た第２実施形態を示すが、挟持壁５７が溝部５から内
方に延びると共に、挟持部６の一部を形成している。挟持壁５７は、挟持部６に更なる支
持を提供すると共に、保持領域５８を形成し、メッシュ挟持システムの強化にも寄与する
。
【００３６】
　溝部５と一体形成されてかつ内方に延びる縁部１２と追加クランプ７０との間にメッシ
ュ４を固定するため、追加の固定手段８ａを加えてもよい。
　また、挟持壁５７は、メッシュ４の保持力を高めるため鋸歯状に形成してもよいが、こ
れが、全ての状況下における態様である必要はない。
【００３７】
　図５に示す第３実施形態は、図２のものとよく似た枠部材３を示すが、追加クランプ７
０が省略されている。保持構成は、上述されたものと同様である。この構成は、家庭内環
境での使用に対して最も安価な別の態様である。
【００３８】
　第１密封部材５１及び第２密封部材６１の密封部材等、密封アセンブリを含めたものは
、枠２とメッシュ４との間の間隙を通る湿気の侵入を阻止することにより腐食を防止する
ための効果的且つ安価な方法である点で、枠部材３を、先の構成よりも有利なものにする
。密封手段は、テープを使用する方法と異なり、装着が容易であると共に、侵入者抵抗遮
蔽体の耐用年数を長くすることができる。
【００３９】
　カバー５４及び追加クランプ７０による強度の増大により、耐食性侵入者遮蔽体１は、
商業的及び家庭内の両方での使用に適用される。
　枠２を形成するための枠部材３の構成は、本件出願人の先の特許に記載されたものと同
様である。
【００４０】
　本発明は、好適な実施形態を参照して説明されてきたが、当然のことながら、本発明は
、本明細書に記載される特定の実施形態に限定されるものではない。



(8) JP 2011-526333 A 2011.10.6

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】



(9) JP 2011-526333 A 2011.10.6

【図５】



(10) JP 2011-526333 A 2011.10.6

10

20

30

40

【国際調査報告】



(11) JP 2011-526333 A 2011.10.6

10

20

30

40



(12) JP 2011-526333 A 2011.10.6

10

フロントページの続き

(81)指定国　　　　  AP(BW,GH,GM,KE,LS,MW,MZ,NA,SD,SL,SZ,TZ,UG,ZM,ZW),EA(AM,AZ,BY,KG,KZ,MD,RU,TJ,TM),
EP(AT,BE,BG,CH,CY,CZ,DE,DK,EE,ES,FI,FR,GB,GR,HR,HU,IE,IS,IT,LT,LU,LV,MC,MK,MT,NL,NO,PL,PT,RO,SE,SI,S
K,TR),OA(BF,BJ,CF,CG,CI,CM,GA,GN,GQ,GW,ML,MR,NE,SN,TD,TG),AE,AG,AL,AM,AO,AT,AU,AZ,BA,BB,BG,BH,BR,BW,
BY,BZ,CA,CH,CL,CN,CO,CR,CU,CZ,DE,DK,DM,DO,DZ,EC,EE,EG,ES,FI,GB,GD,GE,GH,GM,GT,HN,HR,HU,ID,IL,IN,IS,J
P,KE,KG,KM,KN,KP,KR,KZ,LA,LC,LK,LR,LS,LT,LU,LY,MA,MD,ME,MG,MK,MN,MW,MX,MY,MZ,NA,NG,NI,NO,NZ,OM,PE,PG
,PH,PL,PT,RO,RS,RU,SC,SD,SE,SG,SK,SL,SM,ST,SV,SY,TJ,TM,TN,TR,TT,TZ,UA,UG,US,UZ,VC,VN,ZA,ZM,ZW

(74)代理人  100149641
            弁理士　池上　美穂
(72)発明者  ブラベック、スティーブン
            オーストラリア国　４２０８　クイーンズランド州　オルモー　ブランク　ストリート　１
(72)発明者  ボーマ、ピーター
            オーストラリア国　４２０８　クイーンズランド州　オルモー　ブランク　ストリート　１


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	search-report
	overflow

